
(57)【要約】

【課題】高効率コンデンサマイクロホンを提供する。

【解決手段】

　アルミカプセルで外を覆い、アルミカプセル内にスペ

ーサ、樹脂チャンバと金属筒の一体成型、多弁梅花形バ

ックプレート、及び回路基板ユニットを順に積層してコ

ンデンサマイクロホンを構成する。樹脂チャンバと金属

筒を一体成型してチャンバ筒とし、チャンバ筒の樹脂チ

ャンバ内縁、金属筒壁の端部に数個のバネ体を設け、多

弁梅花形バックプレートを組み合わせて効果的に影響面

積を拡大し、チャンバ筒の組成構造によりコンデンサマ

イクロホンの樹脂チャンバと金属筒部品の組立工程を減

少して組立工程を簡略化し、且つコンデンサマイクロホ

ンの体積縮小後、歩留まりをより向上することができる

。

【選択図】 図７
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ア ル ミ カ プ セ ル で 外 を 覆 い 包 み 、 ア ル ミ カ プ セ ル 内 に ス ペ ー サ 、 チ ャ ン バ 筒 、 バ ッ ク プ
レ ー ト 、 及 び 回 路 基 板 ユ ニ ッ ト を 順 に 積 層 し て 組 み 立 て て 成 る 高 効 率 コ ン デ ン サ マ イ ク ロ
ホ ン で あ り 、
　 ア ル ミ カ プ セ ル は 外 を 覆 う ア ル ミ 製 の ハ ウ ジ ン グ で あ り 、 ア ル ミ カ プ セ ル 上 部 は ダ イ ヤ
フ ラ ム を 形 成 し て 音 声 が ダ イ ヤ フ ラ ム を 通 し て マ イ ク ロ ホ ン 内 に 伝 達 す る よ う に し 、
　 ス ペ ー サ は 、 ア ル ミ カ プ セ ル 内 の 底 部 ま で 押 入 し 、 ス ペ ー サ 中 央 部 を 空 洞 に し て 環 状 ス
ペ ー サ と し 、 環 状 の 空 洞 部 は ア ル ミ カ プ セ ル 内 底 部 に 設 置 す る と 空 隙 を 形 成 し 、 電 気 量 を
蓄 積 し て 電 界 を 形 成 し 、
　 チ ャ ン バ 筒 は 、 公 知 の 樹 脂 チ ャ ン バ と 金 属 筒 を 順 に ア ル ミ カ プ セ ル 内 に 挿 入 設 置 す る 工
程 で は 過 大 な 組 立 外 力 に よ り 生 じ る 応 力 で マ イ ク ロ ホ ン 内 の 部 品 が 破 壊 さ れ る 状 況 を 解 決
し 、 組 立 工 程 を 減 少 す る た め に 、 樹 脂 チ ャ ン バ と 金 属 筒 を 一 体 成 型 と し た チ ャ ン バ 筒 で あ
り 、 チ ャ ン バ 筒 の 樹 脂 チ ャ ン バ 内 縁 、 金 属 筒 壁 の 端 部 に 数 個 の バ ネ 体 を 設 け 、
　 バ ッ ク プ レ ー ト を チ ャ ン バ 筒 の 頂 部 に 貼 り 付 け 、 数 個 の バ ネ 体 と の 組 み 合 わ せ で 自 然 に
貫 通 孔 を 形 成 す る こ と が で き 、 音 声 が ダ イ ヤ フ ラ ム か ら 伝 達 さ れ て 静 電 容 量 が 変 化 す る と
バ ッ ク プ レ ー ト か ら 金 属 筒 に 伝 達 さ れ 、
　 回 路 基 板 は 、 マ イ ク ロ ホ ン ア ル ミ カ プ セ ル 内 の 端 部 に 位 置 し て 金 属 筒 と 接 触 し 、 金 属 筒
を 経 て バ ッ ク プ レ ー ト で 感 知 し た 環 状 中 央 空 洞 部 の 静 電 容 量 の 変 化 を 回 路 基 板 に 導 入 し 、
音 量 の 変 換 を 行 う よ う に し て 成 る こ と を 特 徴 と す る 高 効 率 コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン 。
【 請 求 項 ２ 】
　 バ ッ ク プ レ ー ト の 構 造 は 梅 花 形 の プ レ ー ト と す る こ と が で き 、 多 弁 梅 花 形 バ ッ ク プ レ ー
ト の 花 弁 形 状 部 の 数 量 は バ ネ 体 の 数 量 に 合 わ せ て 成 型 す る こ と が で き 、 多 弁 梅 花 形 バ ッ ク
プ レ ー ト の 花 弁 形 状 部 を チ ャ ン バ 筒 の バ ネ 体 上 に 貼 り 付 け る と 、 花 弁 形 状 部 の く ぼ み 部 分
に 自 然 に 貫 通 孔 を 形 成 し て 、 こ れ に よ り 公 知 の バ ッ ク プ レ ー ト 中 央 エ リ ア の 貫 通 孔 に 代 え
る こ と が で き 、 且 つ 自 然 に 貫 通 孔 を 外 側 に 移 動 さ せ 、 多 弁 梅 花 形 バ ッ ク プ レ ー ト の 有 効 影
響 面 積 が 増 大 す る よ う に し て 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 高 効 率 コ ン デ ン サ マ イ
ク ロ ホ ン 。
【 請 求 項 ３ 】
　 金 属 筒 と 多 弁 梅 花 形 バ ッ ク プ レ ー ト と の 接 合 箇 所 を 、 金 属 筒 と 多 弁 梅 花 形 バ ッ ク プ レ ー
ト の 接 合 の 便 と 、 ア ル ミ カ プ セ ル 封 入 時 に 硬 度 を 生 じ る 応 力 解 消 の た め に 、 側 面 断 面 か ら
見 て 一 定 角 度 傾 斜 す る よ う に し て 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1記 載 の 高 効 率 コ ン デ ン サ
マ イ ク ロ ホ ン 。

【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 高 効 率 コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン に 関 し 、 特 に 超 小 型 化 し た マ イ ク ロ ホ ン の 製 造
歩 留 ま り を 向 上 す る べ く 、 樹 脂 チ ャ ン バ と 金 属 筒 を 一 体 成 型 し て チ ャ ン バ 筒 と し 、 チ ャ ン
バ 筒 の 樹 脂 チ ャ ン バ 内 縁 、 金 属 筒 壁 の 端 部 に 数 個 の バ ネ 体 を 設 け て 多 弁 梅 花 形 の バ ッ ク プ
レ ー ト と の 組 み 合 わ せ で 効 果 的 に 影 響 面 積 を 増 大 す る と 共 に 、 チ ャ ン バ 筒 の 組 成 に よ り 樹
脂 チ ャ ン バ と 金 属 筒 部 品 の 組 立 工 程 が 減 少 し て 組 立 工 程 を 簡 略 化 す る こ と に よ り 、 歩 留 ま
り を 向 上 す る 高 効 率 コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
公 知 の コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン は 、 図 １ 、 図 ２ 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 多 く が ア ル ミ カ プ セ
ル １ ０ で 外 を 覆 い 、 ア ル ミ カ プ セ ル 内 に ス ペ ー サ １ １ 、 樹 脂 チ ャ ン バ １ ２ ０ － １ 、 金 属 筒
１ ２ １ － １ 、 バ ッ ク プ レ ー ト １ ３ － １ 、 及 び 回 路 基 板 １ ４ を 順 に 積 層 し て 具 え 、 ア ル ミ カ
プ セ ル １ ０ 上 部 に ダ イ ア フ ラ ム １ ０ ０ を 形 成 し 、 音 声 は ダ イ ヤ フ ラ ム １ ０ ０ の 電 位 変 化 を
経 て 、 バ ッ ク プ レ ー ト １ ３ － １ の 中 央 エ リ ア の 貫 通 孔 １ ３ ０ － １ を 通 っ て 金 属 筒 １ ２ １ －

10

20

30

40

50

(2) JP 3103711 U 2004.8.19



１ か ら 回 路 基 板 ユ ニ ッ ト １ ４ に 伝 達 さ れ る こ と に よ り コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン の 機 能 を 作
用 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
し か し こ の 構 造 の コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン は 、 部 品 が 繁 雑 で 組 立 工 程 も 積 層 が 主 体 な た め
、 大 型 の マ イ ク ロ ホ ン の 場 合 は 問 題 が 少 な い が 、 マ イ ク ロ ホ ン の 体 積 を 縮 小 す る と 複 雑 困
難 の 程 度 は 大 幅 に 増 大 す る 。 ま た 過 大 な 組 立 外 力 で 生 じ る 応 力 に よ る 破 壊 が お き や す く 、
そ の た め 組 立 の 歩 留 ま り が 低 下 す る 。 更 に 、 バ ッ ク プ レ ー ト １ ３ － １ に 開 け た 貫 通 孔 １ ３
０ － １ は コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン が 使 用 す る 有 効 面 積 を 効 果 的 に 増 加 す る こ と が で き ず 、
音 響 効 果 に 影 響 す る 。
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
音 響 効 果 を 向 上 し 、 歩 留 ま り が 高 く 、 軽 易 に 微 小 型 コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン に 運 用 で き る
コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン の 提 供 を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 考 案 は 、 図 ４ 、 図 ５ 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 マ イ ク ロ ホ ン １ の 外 形 は 公 知 コ ン デ ン サ マ イ
ク ロ ホ ン に 類 似 し て い る が 、 構 造 は 、 ア ル ミ カ プ セ ル １ ０ で 外 を 覆 い 、 ア ル ミ カ プ セ ル 内
に 、 ス ペ ー サ １ １ 、 チ ャ ン バ 筒 １ ２ 、 多 弁 梅 花 形 バ ッ ク プ レ ー ト １ ３ 、 及 び 回 路 板 ユ ニ ッ
ト １ ４ を 積 層 し て 成 る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ア ル ミ カ プ セ ル １ ０ は 、 ア ル ミ 製 の ハ ウ ジ ン グ で あ り 外 側 を 覆 い 、 ア ル ミ カ プ セ ル １ ０ 上
部 に ダ イ ヤ フ ラ ム １ ０ ０ を 形 成 し て 、 音 声 は ダ イ ヤ フ ラ ム １ ０ ０ を 通 じ て マ イ ク ロ ホ ン １
内 に 伝 達 さ れ 、
ス ペ ー サ １ １ は 、 ア ル ミ カ プ セ ル 内 底 部 ま で 挿 入 設 置 さ れ 、 ス ペ ー サ １ １ の 中 央 エ リ ア を
空 洞 に し て 環 状 ス ペ ー サ １ １ と し 、 環 状 の 中 央 空 洞 部 １ １ ０ は ア ル ミ カ プ セ ル １ ０ 内 底 部
に 設 置 し て 空 隙 を 形 成 し て 、 電 気 量 を 蓄 積 し て 電 界 を 形 成 し 、
チ ャ ン バ 筒 １ ２ は 、 主 に 樹 脂 チ ャ ン バ １ ２ ０ と 金 属 筒 １ ２ １ を 一 体 成 型 し た も の で 、 チ ャ
ン バ 筒 １ ２ の 樹 脂 チ ャ ン バ １ ２ ０ 内 縁 、 金 属 筒 １ ２ １ 壁 の 端 部 に 数 個 の バ ネ 体 １ ２ ２ を 設
け 、 バ ネ 体 １ ２ ２ は 、 多 弁 梅 花 形 バ ッ ク プ レ ー ト １ ３ の 花 弁 形 状 部 １ ３ ０ を バ ネ 体 １ ２ ２
の 上 に 組 み 合 わ せ る 。 こ の 構 造 に よ り 公 知 樹 脂 チ ャ ン バ １ ２ ０ － １ と 金 属 筒 １ ２ １ － １ を
順 に ア ル ミ カ プ セ ル １ ０ な い に 挿 入 設 置 す る 際 に 、 過 大 な 組 立 外 力 で 生 じ る 応 力 に よ り マ
イ ク ロ ホ ン １ 内 の 部 品 を 破 壊 す る 状 況 を 改 善 す る 。 本 考 案 は 樹 脂 チ ャ ン バ １ ２ ０ と 金 属 筒
１ ２ １ を 一 体 成 型 し て チ ャ ン バ 筒 １ ２ と し 、 更 に チ ャ ン バ 筒 １ ２ の 樹 脂 チ ャ ン バ １ ２ ０ 内
縁 、 金 属 筒 １ ２ １ 壁 の 端 部 に バ ネ 体 １ ２ ２ を 設 け る こ と に よ り 、 組 立 工 程 を 減 少 で き る ほ
か 、 部 品 の 縮 小 に よ り 金 属 筒 １ ２ １ や 樹 脂 チ ャ ン バ １ ２ ０ と 、 バ ッ ク プ レ ー ト １ ３ や ダ イ
ヤ フ ラ ム １ ０ ０ と の 接 触 面 積 が 微 細 化 し て 組 立 過 程 で 過 大 な 圧 力 で バ ッ ク プ レ ー ト １ ３ や
ダ イ ヤ フ ラ ム １ ０ ０ を 破 壊 し て し ま う こ と が な く 、 コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン の 体 積 を 縮 小
す れ ば そ の 分 歩 留 ま り が 高 く な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
多 弁 梅 花 形 バ ッ ク プ レ ー ト １ ３ は 、 図 ５ 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 多 弁 梅 花 形 の プ レ ー ト で 、
多 弁 梅 花 形 バ ッ ク プ レ ー ト １ ３ の 花 弁 形 状 部 １ ３ ０ の 数 量 は バ ネ 体 １ ２ ２ の 数 量 に 合 わ せ
て 成 型 す る こ と が で き る 。 多 弁 梅 花 形 バ ッ ク プ レ ー ト １ ３ の 花 弁 形 状 部 １ ３ ０ を チ ャ ン バ
筒 １ ２ の バ ネ 体 １ ２ ２ に 貼 り 付 け る と 、 花 弁 形 状 部 １ ３ ０ の く ぼ み １ ３ １ が 自 然 に 貫 通 孔
１ ３ １ を 形 成 す る 。 こ れ で 公 知 バ ッ ク プ レ ー ト １ ３ － １ の 中 央 エ リ ア の 貫 通 孔 １ ３ ０ － １
に 代 え る こ と が で き 、 貫 通 孔 １ ３ １ は 公 知 バ ッ ク プ レ ー ト １ ３ － １ の 中 央 エ リ ア の 貫 通 孔
１ ３ １ － １ に 比 べ て 外 側 に 移 動 し て い る た め 、 形 成 さ れ る 多 弁 梅 花 形 バ ッ ク プ レ ー ト １ ３
の 有 効 影 響 面 積 は 公 知 の バ ッ ク プ レ ー ト １ ３ よ り 増 大 し 、 蓄 積 電 化 量 が 増 加 し て 高 周 波 曲
線 が 変 わ り 、 音 質 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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図 ７ に 示 す よ う に 、 金 属 筒 １ ２ １ と 多 弁 梅 花 形 バ ッ ク プ レ ー ト １ ３ の 接 合 箇 所 １ ３ ２ を 、
側 面 か ら の 断 面 で 一 定 角 度 （ 約 ５ か ら １ ０ 度 ） に 傾 斜 さ せ る 。 金 属 筒 １ ２ １ と 多 弁 梅 花 形
バ ッ ク プ レ ー ト １ ３ と の 接 合 に 便 利 な ほ か 、 ア ル ミ カ プ セ ル で 覆 う 際 に 、 封 入 時 に 硬 度 を
生 じ る 応 力 を 解 消 す る 。
回 路 基 板 １ ４ は 、 マ イ ク ロ ホ ン １ の ア ル ミ カ プ セ ル １ ０ 内 の 端 部 に 設 置 し て 金 属 筒 １ ２ １
と 接 触 し 、 金 属 筒 １ ２ １ を 経 て バ ッ ク プ レ ー ト 上 で 感 知 し た 環 状 中 央 空 洞 部 分 １ １ ０ の 電
位 （ 静 電 容 量 ） の 変 化 を 回 路 基 板 １ ４ （ Ｊ － Ｆ Ｅ Ｔ ） に 導 入 し て イ ン ピ ー ダ ン ス 変 換 を 行
う 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 考 案 に よ り 、 超 小 型 化 コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン に お い て 、 歩 留 ま り が 向 上 し 、 有 効 面 積
拡 大 に よ り 蓄 積 電 化 量 が 増 大 し 、 高 周 波 曲 線 と 電 位 量 が 上 昇 す る こ と に よ り 、 マ イ ク ロ ホ
ン の 効 果 が 向 上 す る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
図 ７ に 示 す よ う に 、 本 考 案 の 組 立 は 、 ス ペ ー サ １ １ 、 多 弁 梅 花 形 バ ッ ク プ レ ー ト １ ３ 、 チ
ャ ン バ 筒 １ ２ 、 及 び 回 路 基 板 １ ４ を 順 に ア ル ミ カ プ セ ル １ ０ 内 に 挿 入 し て 積 層 し た 後 、 外
を 覆 う ア ル ミ カ プ セ ル １ ０ の 開 口 を 閉 じ れ ば よ く 、 チ ャ ン バ 筒 １ ２ は 一 体 成 型 し た 樹 脂 チ
ャ ン バ １ ２ ０ と 金 属 筒 １ ２ １ か ら 成 り 、 更 に チ ャ ン バ 筒 １ ２ の 樹 脂 チ ャ ン バ １ ２ ０ 内 縁 、
金 属 筒 １ ２ １ 壁 の 端 部 に 設 け た バ ネ 体 １ ２ ２ に よ り 、 不 当 な 応 力 に よ り 歩 留 ま り が 向 上 し
な い 状 況 が 発 生 せ ず 、 且 つ 、 金 属 筒 １ ２ １ と 多 弁 梅 花 形 バ ッ ク プ レ ー ト １ ３ と の 接 合 箇 所
１ ３ ２ に や や 角 度 を 持 た せ る こ と に よ り ア ル ミ カ プ セ ル １ ０ で 覆 う 時 に 開 口 を 閉 じ て 硬 度
を 生 じ る 応 力 を 解 消 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 考 案 使 用 時 に は 自 然 発 声 の 音 声 は 、 環 状 中 央 空 洞 部 １ １ ０ の 空 間 に 一 定 の 電 位 を 蓄 積 し
て い る と こ ろ へ 、 音 量 が ダ イ ヤ フ ラ ム １ ０ ０ を 経 て 入 る と 静 電 容 量 が 変 わ り 、 バ ッ ク プ レ
ー ト １ ３ を 経 て 金 属 筒 １ ２ １ か ら 回 路 基 板 １ ４ （ Ｊ － Ｆ Ｅ Ｔ ） 内 に 導 入 さ れ て イ ン ピ ー ダ
ン ス の 変 換 が 行 わ れ 、 マ イ ク ロ ホ ン 機 能 が 達 成 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ２ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 外 観 立 体 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 公 知 の コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン の 外 観 立 体 分 解 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 公 知 の コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン の 側 面 断 面 略 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 考 案 の 外 観 立 体 分 解 略 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 考 案 の 局 部 構 造 の 外 観 立 体 略 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 考 案 の 局 部 構 造 の 俯 瞰 略 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 考 案 の 最 適 な 実 施 例 の 側 面 断 面 略 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
１ ２ ０ － １  公 知 の 樹 脂 チ ャ ン バ
１ ２ １ － １  公 知 の 金 属 筒
１ ３ － １  公 知 の バ ッ ク プ レ ー ト
１ ３ ０ － １  公 知 の バ ッ ク プ レ ー ト の 貫 通 孔
１  マ イ ク ロ ホ ン
１ ０  ア ル ミ カ プ セ ル
１ ０ ０  ダ イ ヤ フ ラ ム
１ １  ス ペ ー サ
１ １ ０  環 状 中 央 空 洞 部
１ ２  チ ャ ン バ 筒
１ ２ ０  樹 脂 チ ャ ン バ
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１ ２ １  金 属 筒
１ ２ ２  バ ネ 体
１ ３  多 弁 梅 花 形 バ ッ ク プ レ ー ト
１ ３ ０  花 弁 形 状 部
１ ３ １  く ぼ み
１ ３ ２  接 合 箇 所
１ ４  回 路 基 板

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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